
主目的 4 18 2

副目的

款 項 目 大 中

○

無

単位

千円

人

千円

人

千円

千円

％

千円

千円

千円

468

費用合計

0.90

人件費

従事者数

人件費

従事者数

0.70

費
用

0

直接経費

00

0.000.00

一部又は全部委託

実施・運営
方法

小牧市男女共同参画条例に基づいて、小牧市男女共同参画基本計画(ハーモニーⅡ)
に盛り込まれた具体的な取組(各区に男女共同参画普及員の設置、パネル展の開催、
男女共同参画の啓発冊子の発行等)を推進した。
職員は、男女共同参画審議会・推進会議・専門部会の開催のため、他課からの資料収
集と整理・連絡調整、男女共同参画普及員の研修と地区での普及活動を行った。

目的
（対象をどの様
な状態にするの

か）

内容
（手段）

指定管理・外郭団体

女性と男性が社会の対等な構成員として、お互いの人権を尊重し責任を分かち合い、性
別にかかわりなくそれぞれの個性と能力を発揮できる男女共同参画社会の実現をめざ
して、男女共同参画を促進する。

名称：Ｎ Ｐ Ｏ ・ そ の 他

総合計画
分野別計

画

予算区分 5 9

教育文化

市が直接実施・運営

根拠法令・個別計画

男女共同参画

10

名称：

小牧市男女共同参画条例

4 2

18‐１

会計区分 一般

平成１２年度以前 平成３０年度以降～事業期間

事業番号

男女共同参画推進事業

390

平成２３年度事業シート（概要説明書）《※平成２２年度実施事業》

教育委員会事務局

事
　
　
業
　
　
の
　
　
概
　
　
要

受益者負担 内容

事務事業名

0

一般財源

0
財
源

4,287

0

コ
　
　
ス
　
　
ト

4,287

5,296

77.7

4,117

その他財源

362

Ｈ23予算額Ｈ21決算額

0.70

4,117

0

0

担当係

事業類型

あらゆる分野への男女共同参画を促進する

一般会計

地域住民組織

3,7554,828 3,755

Ｈ22決算額

532

0

5,296

0.00

対前年比

まなび創造館

事業係

担当部

担当課

正職員

その他職員

国・県支出金



単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

単位

目標

実績

目標

実績

二
次
評
価

判定理由 審議会等への女性登用率の向上を図る必要があるため。

B 市が実施(改善が必要)

成果指標名

事業を廃止・
休止したとき

の影響

小牧市男女共同参画基本計画に盛り込まれた各種取組の推進に遅れが生じ、男女共
同参画社会の実現が困難となる。

判定理由

市が実施(現状維持又は充実)

事
業
の
自
己
評
価

（
一
次
評
価

)

今後の事業
の方向性

（今後の取組
み・改善計画

等）

判　　　定 A

男女共同参画社会のため、男女共同参画普及員の全区配置を目指すとともに、積極的
に男女共同参画推進事業を紹介する。
審議会等への女性の登用率アップのため、女性人材バンクのさらなる活用を図る。

「男女共同参画」の視点に立った取組みは必要不可欠であり、小牧市男女共同参画基
本計画の改訂に向けてさらに調査や情報収集など充実を図っていくため、現状維持と判
定した。

パネル展の開催

男女共同参画基本計画の推進状
況のHPアクセス数

事業目的の
達成状況

担当課だけで達成できる問題ではなく、市全体で取組む姿勢が必要であり、積極的に働
きかけた。
男女共同参画普及員の説明会と研修会を参加しやすいように土・日の午前中に開催し
た。
さまざまな事業を実施することによって、啓発や推進を図ることができた。
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